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 １ はじめに 

 

 幕別町における人口減少と地域経済縮小を克服する 

戦後、我が国の総人口は増加を続け、2008（平成 20）年の１億 2,808 万人をピークに減少に転じ、

2020（令和２）年に１億 2,532 万人、2030（令和 12）年に１億 1,912 万人、2060（令和 42)年には

9,284 万人まで減少すると国立社会保障・人口問題研究所が推計しました。 

この人口減少の流れを食い止め、将来にわたって活力ある社会を維持するため、国は 2014（平成 26）

年に「まち・ひと・しごと創生法」を制定し、目指すべき将来像を示した「まち・ひと・しごと創生長

期ビジョン」と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が閣議決定されました。本町においても、第１期

から第２期にかけて「幕別町人口ビジョン」と「幕別町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、

これに基づいた地方創生の取組を推進してきました。 

さらに、国は、既存のまち・ひと・しごと創生総合戦略を抜本的に改訂し、2023（令和５）年度を初

年度とする５か年間の新たな計画となる「デジタル田園都市国家構想総合戦略」が令和４年 12 月 23 日

に閣議決定されました。 

本町においても、これまでの第１期及び第２期の取組に加えて、デジタルの力を活用して地方創生を

加速化・深化させ、「誰もが便利で快適に暮らせる社会」の実現に向けて取り組む必要があります。 

これらを踏まえて、「第２期幕別町まち・ひと・しごと創生総合戦略」で根付いた地方創生の意識や取

り組みを継続しながら、デジタルの力を活用して人口減少対策と地域活性化等を図るため、「第２期幕別

町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の内容と計画期間を見直し、「第３期幕別町まち・ひと・しごと創

生総合戦略～デジタル社会の実現に向けて～」を策定します。 
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 ２ 第２期幕別町まち・ひと・しごと創生総合戦略をふりかえる 

 

本町では、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が策定された後、人口減少に歯止めをかけ、地

域の活力と地域の維持を図ることで、町民が「住み続けたい」と思い続けられるようなまちづくりを目

指し、2015（平成 27）年度を初年度とする「第１期幕別町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、

それに基づく主要な施策を展開してきました。 

また、第２期幕別町まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進に当たっては、産・官・学・金・労など

の分野の代表者で構成する「幕別町総合戦略審議会」を設置し、毎年度、施策や重要業績評価指標（Ｋ

ＰＩ※１）の進捗状況を把握し、検証を行い、2020（令和２）年度から 2023（令和５）年度までの４か

年の取組を以下のとおり取りまとめました。 

※１  Key Performance Indicator の略称。事業ごとの進捗状況を検証するために設定する指標。 

 

（１） 第２期幕別町まち・ひと・しごと創生総合戦略の評価方法 

幕別町では総合戦略の事業効果の目安として基準値と目標値、実績値の関係を評価の判断基準として

います。事業効果の評価区分及び判断基準は以下の表に示すとおりです。 

●事業効果の判断基準 

評価区分 判断基準 

Ａ 数値目標の達成率が 100％以上となった場合 

Ｂ 数値目標の達成率が 50％以上 100％未満となった場合 

Ⅽ 数値目標の達成率が１％以上 50％未満となった場合 

Ｄ 数値目標の達成率が１％未満となった場合 
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（２） 基本目標ごとの評価 

第２期幕別町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

において施策に対し設定した全 37 項目の成果指 

標のうち、評価Ａの達成率が 100％以上の項目は 

11 項目であり、全体のおよそ３割となりました。             

一方で、評価Ⅽと評価Ｄを合わせた達成率が 50％        

未満の項目は３項目あり全体の１割程度を占めま       

した。    

                          

                           

                          

 

評価区分 成果指標数（項目） 率（％） 

Ａ 11 項目 30％ 

Ｂ 23 項目 62％ 

Ｃ ２項目 5％ 

Ｄ １項目 3％ 

合計 37 項目 100％ 

※「率（％）」は、小数点第一位以下は四捨五入して算出。 

 

 評価Ａの達成率 100％は 11 項目、30％という結果の一方、達成率 50％未満の評価Ⅽと評価Ｄは

合わせて３項目で８％と、町民が求める重点施策や、従前の手法の見直しなど、事業のクレンジン

グや「行政の責任」を再認識させられる評価であったことから、第２期幕別町まち・ひと・しごと

創生総合戦略の結果を踏まえ、事業の更なる工夫と改善を加え「第３期幕別町まち・ひと・しごと

創生総合戦略～デジタル社会の実現に向けて～」を策定しました。 
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 ３ 総合戦略の位置付け 

 

（１）幕別町総合計画との関係 

本町は、現在 2018(平成 30)年度から 2027(令和９)年度までの 10 年間を計画期間とした「第６期幕

別町総合計画」（以下「総合計画」という。）に基づき、まちづくりを進めています。 

総合計画は、本町の持続的な発展のために、町民、地域、行政が一体となったまちづくりの方向性を

示すとともに、まちづくりの指針である基本構想、各分野における施策の方向性を示した基本計画、基

本計画の実現に向けた具体的な事業内容を示す実施計画で構成されることから、まちづくりの最上位に

位置付けられる計画であるため、個別計画の立案や事業内容の選択などは、総合計画に基づいて決定さ

れます。 

一方、総合戦略は、人口減少問題や地方創生に対応するため、雇用や移住・定住、子育てなどに関す

る具体的な施策を定める計画であることから、総合計画を基に重点的に取り組むべき施策を示すもので

あります。 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

（２）国・道の総合戦略との関係 

総合戦略は、国の総合戦略で示されている基本目標や政策を勘案するとともに、道が策定する総合戦

略である「北海道創生総合戦略」も踏まえ策定します。  
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 ４ 計画期間 

 

総合戦略の期間は、国や道が策定する第３期総合戦略を考慮して、2025（令和７）年度から 2029（令

和 11）年度までの５年間とします。 

 

 ５ 推進・検証体制 

 

（１）推進体制 

次の組織を中心に総合戦略を推進・検証します。 

① 幕別町創生総合戦略審議会 

    総合戦略の策定に当たっては、町民をはじめ、産官学金労といった、地域の様々な分野で活躍さ

れている方々の参画による「幕別町創生総合戦略審議会」を設置し、計画の方向性や具体案を検討

するとともに、広く町民の意見を反映させた計画づくりを行います。 

② 幕別町地域創生・人口減少対策推進本部 

  町長を本部長として、副町長、教育長ほか関係部長職で構成する「幕別町地域創生・人口減少対

策推進本部」を設置し、全庁的な横断体制を確立した上で総合戦略の方策などについて検討します。 

③ 幕別町地域創生・人口減少対策推進本部幹事会 

   企画総務部政策推進課長を幹事長とする「幕別町地域創生・人口減少対策推進本部幹事会」を設

置し、必要に応じて総合戦略の具体的な施策項目や目標値の設定などについて検討します。 

 ④ 議会 

   総合戦略の策定に当たっては、議会と執行機関が車の両輪となって推進していくことが重要であ

ることから、十分に意見が反映されるよう説明を行います。 
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（２）十勝管内市町村との広域連携 

本町は、十勝管内全市町村による定住自立圏※１の推進や十勝ふるさと市町村圏東ブロック（幕別町・

池田町・豊頃町・浦幌町）での広域的な事業への取組など広域行政を進めています。 

定住自立圏では、医療・福祉、教育、産業振興、移住・交流の促進など人口減少対策に効果が期待で

きる取組を行っています。また、十勝ふるさと市町村圏東ブロックでは、各町が連携し、イベントの開

催や人材育成の取組を行うことで、地域の活性化に努めています。 

総合戦略においても、豊かな自然、食や農業、観光などの「十勝」の魅力を発信し、十勝管内市町村

との情報共有や連携を深め、各施策をより効率的・効果的に進めていきます。 

 

※１  市町村の主体的取組として、「中心市」の都市機能と「近隣市町村」の農林水産業、自然環境、歴史、文化など、そ

れぞれの魅力を活用して、NPO や企業といった民間の担い手を含め、相互に役割分担し、連携・協力することにより、

地域住民のいのちと暮らしを守るため圏域全体で必要な生活機能を確保し、地方圏への人口定住を促進する政策。 

 

（３）検証体制 

総合戦略の推進に当たっては、施策の 

進捗状況を客観的に把握するため、基本 

目標ごとに数値目標、また、施策ごとに 

重要業績評価指標(KPI)※2を設定すると 

ともに、PDCA サイクルによる施策の管 

理を行います。 

また、総合戦略で掲げた各施策の進捗 

管理は、毎年度、施策の成果を取りまと 

め、「幕別町創生総合戦略審議会」におい 

て検証を行うこととしますが、社会情勢 

の変化に柔軟に対応する観点から、必要 

に応じて施策の見直しを行い、最終年度の 2029（令和 11）年度に基本目標が達成されるよう計画の進

行管理を行います。 

なお、事業に用いる KPI は、施策の事業量ではなく施策を実施した結果、住民にもたらされた効果や

便益(アウトカム）※3に関する数値目標とすることを基本とします。 

 

※２  Key Performance Indicator の略称。事業ごとの進捗状況を検証するために設定する指標。 

※３ 行政活動そのものの結果に係る数値目標（例：説明会の開催回数、パンフレットの配布枚数）ではなく、その結果

として住民にもたらされた効果や便益に係る数値目標（例：雇用創出数〇〇人、転入者数〇〇人増加）をいう。 
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 ６ 本町の「新たな総合戦略」の地域ビジョン及び目標 

 

《地域ビジョン（目指すべき将来像）》 

 本町は、恵まれた豊かな自然環境のもと、それぞれの地域において特色ある歴史・文化を育み、雄大な

大地を活用した産業の振興を図ってきた。今後は、それぞれの地域間交流をより深めるとともに、これま

で培ってきた国内外の交流のほか、ＩＣＴの発展により、あらゆる人・場所とつながることが可能となる。 

 このような社会環境のもと、４つの基本目標を掲げ、全ての町民が幸せな笑顔あふれるまちを創造し、

「住み続けたい」「住みたい」幕別町であることを目指します。このため、本町の目指すべき将来像を第６

期幕別町総合計画で掲げる『みんながつながる 住まいる まくべつ』とする。 

《目標・基本的方向》 

《基本目標１》 産業の振興と雇用の場をつくる 

《基本的方向》 

 ○ 基幹産業である農業の生産性向上と経営基盤の強化 

 ○ 新規参入する事業者と地域の「稼ぐ力」・「地域価値」の向上 

 ○ 活力ある産業の推進と担い手の確保・育成 

《基本目標２》 十勝・幕別への人の流れをつくる 

《基本的方向》 

 ○ 町の魅力に関する情報発信の充実 

 ○ 「オリンピアンのまち」としてスポーツを通じて交流するまちづくりの推進 

 ○ 都市部との交流等を通じた関係人口の増加 

 ○ 子育て世代を中心とした移住・定住の促進 

《基本目標３》 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

《基本的方向》 

 ○ 結婚・出産・子育てを切れ目なく支援 

 ○ 「生きる力」を育む学校教育の推進 

 ○ 地域で子育てし、郷土愛を育む取組の推進 

《基本目標４》 安全・安心で快適な暮らしができるまちをつくる 

《基本的方向》 

 ○ 地域公共交通の維持・確保 

 ○ 災害等に強いまちづくりの推進 

 ○ 誰もが健康で安心して暮らせる環境づくりの推進 

 ○ 地域コミュニティ維持と地域活性化 

 ○ 社会生活基盤が整備された安全・安心なまちづくりの推進 

※基本目標①～④の実現に当たって、デジタル技術の活用により地域課題の解決を図るため、デジタル実

装に向けた取組を国・道と歩調を合わせて進める。 
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 ７ 総合戦略の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６期幕別町総合計画 

地域ビジョン（目指すべき将来像）：みんながつながる 住まいる まくべつ 

 

 

 

 

一体的に推進 
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 ８ 各施策に関連する SDGs の目標 

持続可能な開発目標（SDGｓ）とは 

   持続可能な開発目標（SDGｓ：Sustainable Development Goals）は、2015 年９月の国連で採択

されたもので、国連加盟 193 か国が 2016 年から 2030 年までの 15 年間で達成するために掲げた目

標であり、環境、経済、社会それぞれの側面を統合的に向上させるため、17 の目標と 169 のターゲッ

トから構成されています。この目標の達成に向け、政府だけでなく、自治体や企業、諸団体、町民に

も役割があり、それぞれが協力・連携しあうことが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
目標１（貧困をなくそう）：あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 

目標２（飢餓をゼロに）：飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する 

目標３（すべての人に健康と福祉を）：あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 

目標４（質の高い教育をみんなに）：全ての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を 

促進する 

目標５（ジェンダー平等を実現しよう）：ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び女児の能力強化を行う 

目標６（安全な水とトイレを世界中に）：全ての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する 

目標７（エネルギーをみんなにそしてクリーンに）：全ての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的 

エネルギーへのアクセスを確保する 

目標８（働きがいも経済成長も）：包摂的かつ持続可能な経済成長及び全ての人々の完全かつ生産的な雇用と 

働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する 

目標９（産業と技術革新の基盤をつくろう）：強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な 

産業化の促進及びイノベーションの推進を図る 

目標 10（人や国の不平等をなくそう）：各国内及び各国間の不平等を是正する 

目標 11（住み続けられるまちづくりを）：包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間 

居住を実現する 

目標 12（つくる責任つかう責任）：持続可能な生産消費形態を確保する 

目標 13（気候変動に具体的な対策を）：気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる 

目標 14（海の豊かさを守ろう）：持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する 

目標 15（陸の豊かさも守ろう）：陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の促進、持続可能な森林の経営、砂

漠化への対処、並びに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する 

目標 16（平和と公正をすべての人に）：持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、全ての人々に 

司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する 

目標 17（パートナーシップで目標を達成しよう）：持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・ 

パートナーシップを活性化する 
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 ９ 基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本的方向】 

○ 基幹産業である農業の生産性向上と経営基盤の強化を図ります。 

  農業従事者の高齢化等による担い手不足の解消に向け、地域経済をけん引する基幹産業として生産性

向上と経営基盤を強化します。また、ロボットや ICT などの先端技術を活用し、業務の効率化や高品質

生産等を可能にするスマート農業を促進します。 

○ 新規参入する事業者と地域の「稼ぐ力」･「地域価値」の向上を図ります。 

  起業・創業支援の強化に加え、地場産業の品質向上や高付加価値化の推進、６次産業化を積極的に支

援し、付加価値を生み出す力や地域の資産価値の向上を図ります。 

○ 活力ある産業の推進と担い手の確保・育成を図ります。 

  地場産業と観光産業との連携、関連企業の誘致など、地域経済の活性化に取り組むとともに、安心し

て担い手が参入できるよう、多様な働き方や働きやすい環境整備を進め、良質な雇用を創出します。 

 

【具体的な施策】 

施策名 施策内容 

(１)農業の生産性の向上と経営の

安定化 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 認定農業者のうち法人経営体

数 

基準値：64 経営体 

目標値：80 経営体 

○ GPS ガイダンス等の導入数 

基準値：507 台 

目標値：600 台 

○ 生乳生産量 

基準値：105,006ｔ 

目標値：115,000ｔ 

〇 担い手が安心して農業に取り組むことができるよう、認定農業者

の経営規模拡大や農業法人化の推進、既存農業法人の販路拡大等を

支援します。 

○ 労働力不足を解消するためスマート農業を促進します。 

 

【実施事業】 

○ 農業ゆとりみらい総合資金貸付事業 

○ ふるさと土づくり支援事業 

○ ゆとりみらい 21 推進協議会運営事業 

○ 有害鳥獣駆除対策事業 

○ 優良和牛生産基盤強化事業 

○ 後継牛確保対策事業 

 

＜基本目標１＞ 産業の振興と雇用の場をつくる 

数値目標：農業算出額：300 億円(2029(令和 11)年度) 基準値：271 億円(2023(令和５)年度） 

     納税義務者となる法人数：630 社(2029(令和 11)年度) 基準値：626 社(2023(令和５)年度） 
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施策名 施策内容 

(２)６次産業化と地産地消の推進 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 学校給食における地場産物利

用割合 

基準値：40％ 

目標値：45％ 

 

○ 地場産品を活用した加工製造販売によって、製造業、商業、観光

業への取組に発展させ、高付加価値を生み出す６次産業化や農商工

連携の取組を支援します。 

○ 学校給食や公共施設、地元飲食店での地場産品の積極的な活用を

推進するとともに、食品ロスの削減を推進します。 

 

【実施事業】 

○ 地産地消推進事業 

○ 観光物産振興事業 

(３)既存事業者及び進出企業に対

する支援 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 誘致企業数 

基準値：１企業 

目標値：１企業 

○ お仕事紹介所利用採用者数 

基準値：５人  

目標値：５人 

○ 創業支援件数 

基準値：５件 

目標値：６件 

○ 既存事業者の経営安定と業績拡大を図るため、専門家や関係機

関、周辺自治体と連携し、人材確保・人材育成支援、流通体制支援

等に対する各種指導を支援します。 

○ 経済情勢に左右されにくい強固な産業基盤を確立するため、製造

業に加え、事務系職種や IT など多種多様な業種の企業誘致や創業

促進を図ります。 

 

【実施事業】 

○ 企業誘致対策事業 

○ 中小企業融資保証料・利息補給事業 

○ 行政ポイント付与事業 

○ 商店街活性化店舗開店等支援事業 

○ 幕別町お仕事紹介所設置事業 

○ 若年者緊急雇用対策事業 

(４) 農業・自営業の後継者及び新

規就業者の確保・育成  

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 認定新規就農者数 

基準値：１件 

目標値：１件 

○ 後継者や UI ターン者などを確保・育成するため町内外への募集

強化と研修の開催や交流を支援します。 

○ 町内企業や大学等と連携したインターンシップを通じて、企業と

学生をつなぐ取組を推進します。 

○ 若者や子育て世代、高齢者、障がい者、外国人など労働力の掘り

起こしを行い、多様な働き方の環境整備を図ります。 

 

【実施事業】 

○ ＵＩＪターン新規就業支援事業 

○ 地域おこし協力隊活動推進事業 

○ 新規就農者支援事業 
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【基本的方向】 

○ 町の魅力に関する情報発信の充実を図ります。 

  幕別町の情報を戦略的に発信するため、ターゲットと発信する情報を整理し、効果的なプロモーショ

ンを推進することで地域ブランドの確立を図るとともに、観光や移住・定住、ふるさと納税の寄付先、

スポーツ合宿地として選ばれるまちを目指します。また、積極的な情報発信や受入体制づくりを進め、

道内外の誘客はもとより、インバウンドを推進します。 

○ 「オリンピアンのまち」としてスポーツを通じて交流するまちづくりを進めます。 

  自然環境や社会環境においてスポーツ合宿に適した地であることを発信しながら誘致を進めるととも

に、町内の子どもには選手との交流により一流の技術や考え方を学ぶ場を提供します。また、既存スポ

ーツ施設の改修やトレーニング機器の整備を行うなどスポーツ施設等の充実を図ります。 

○ 都市部との交流等を通じて関係人口の増加を図ります。 

  都市部に所在する高校生を対象とした農業体験や農家民泊、大学や企業のスポーツ合宿などを通じて、

幕別町に積極的に関心を持ち、地域に貢献したいという想いを寄せる関係人口を把握し、地域と継続的

なつながりを持つ環境づくりを進めます。 

○ 子育て世代を中心とした移住・定住の促進を図ります。 

  高校生は卒業後、進学または就職のため町外に流出します。一方、30 歳代は転入超過傾向にあり、子

育て世代が移住・定住している動きが見られます。今後も、子育てや住まいなど移住・定住に関する不

安解消に向けて、環境整備の取組を推進します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本目標２＞ 十勝・幕別への人の流れをつくる 
数値目標：観光入込客数：93.4 万人(2029(令和 11)年度) 基準値：79.7 万人(2023(令和５)年度） 

     転入者数：851 人(2029(令和 11)年度) 基準値：851 人(2023(令和５)年度） 
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【具体的な施策】 

施策名 施策内容 

(１) ブランド戦略やシティプロ

モーションの推進 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 訪日外国人宿泊者数 

基準値： 8,808 人 

目標値：12,730 人 

○ ふるさと納税受入額 

基準値：188.8 百万円 

目標値：300.0 百万円 

 

○ 幕別町の豊かな自然や歴史・文化、産業、暮らしなどを紹介する

コンテンツを作成し、HP や SNS、AR をはじめ各種メディアなど

様々な手段、媒体を活用して情報を発信することで、認知度向上や

イメージアップを図ります。 

○ 多言語による観光情報サイトでの情報発信や Wi-Fi 環境の整備、

キャッシュレス設備の導入支援などインバウンド対策の充実を図

ります。 

○ 体験型観光の持続可能な受入システムを構築するため、受け皿組

織や人材の育成、関係機関との連携を強化するとともに、体験型・

滞在型プログラムなどの旅行商品の企画・開発を推進します。 

○ パークゴルフ発祥の地として、国内外への情報発信に努めるとと

もに、日本パークゴルフ協会や様々な分野と連携しながら、一層の

振興を図ります。 

○ ふるさと寄附を活用した地場産品の掘り起こしによる販路拡大

と知名度向上に努めるとともに、様々な形で地域に関与する関係人

口の拡大を図るための取組を推進します。 

 

【実施事業】 

○ 忠類地域魅力発信事業 

○ 観光施設維持管理事業 

○ 観光物産振興事業【再掲】 

○ ふるさと寄附返礼品贈呈事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

施策名 施策内容 

(２)スポーツ合宿・大会誘致の推

進 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ パークゴルフ場の利用者数 

基準値：274,967 人  

目標値：275,000 人 

○ スポーツ合宿・大会受入者数 

基準値：288 人 

目標値：200 人 

○ スポーツ集客イベントへの参

加者数 

基準値：1,411 人 

目標値：1,100 人 

○ スポーツ交流人口の増加及び地域との交流等を目的として、周辺

自治体等とも連携しながら、大学や企業等のスポーツ合宿や大会誘

致を積極的に推進するとともに、子どもたちへ様々な競技体験や技

術を学ぶ場を提供します。 

○ 町民が運営ボランティアやサポートを通じて、スポーツに関わる

機会を増やすなどスポーツに親しむ環境づくりを推進します。 

○ 合宿誘致に関するワンストップ体制を構築し、各種相談や受入支

援を行います。また、関係機関と一体となり、選手等の移動支援な

ど滞在中の負担軽減、利便性の向上を図ります。 

○ スポーツ活動団体等が効果的な練習や合宿に取り組めるよう、既

存スポーツ施設の改修やトレーニング機器の更新を図ります。 

 

【実施事業】 

○ アスリートと創るオリンピアンの町創生事業 

○ 屋内・屋外体育施設維持管理事業 

○ トカプチ 400 走行環境整備事業 

○ パークゴルフ場トイレ等改修事業 

(３)都市部との関係人口の創出・

拡大 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 農村ホームステイ等受入者数 

基準値：70 人 

目標値：70 人 

 

○ 都市部の修学旅行生を対象とした体験型の農家民泊等の受入れ

やスポーツ合宿など町の特徴を生かした取組を通じて、幕別町への

想いを寄せる人々とより深い関わりを継続的に築く取組を推進し

ます。 

○ ふるさと納税寄附者への定期的なフォローアップや幕別町ゆか

りの各界で活躍されている方をシンボル的な存在として応援大使

に委嘱するなど地域外からの交流の入口を増やす取組を推進しま

す。 

○ 町内出身アーティスト等との協働により、国内外の優れた芸術・

文化に接し、体感できる鑑賞機会を提供するとともに、芸術・文化

活動への取組を支援します。 

 

【実施事業】 

○ 農村ホームステイ等事業 

○ 小学生国内交流事業 

○ 幕別町応援大使事業 

○ 芸術・文化公演事業 
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施策名 施策内容 

(４)移住・定住対策の推進 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 40 歳未満の転入数 

基準値：90 人  

目標値：93 人 

○ HPやSNSをはじめ各種メディアと連携した移住情報発信を強化

します。また、都市圏における移住・定住相談会やセミナーなどへ

の参加を通じた情報発信・マッチングを図ります。 

○ 空き地・空き家バンク事業の活性化に向け、各町内会や宅建事業

者と連携し、良質な物件発掘や情報発信、マッチングを図ります。 

○ 若い世代の移住・定住を促進するため、子育て世代を中心に、住

宅取得費用等の一部を補助するなど、移住・定住環境の整備を図り

ます。 

○ 移住者が希望の職につけるよう、庁内関係部署やハローワークな

どの関係機関と連携した情報提供やマッチングなど就業支援を推

進します。 

 

【実施事業】 

○ マイホーム応援事業 

○ 空き地・空き家バンク事業 

○ 地域おこし協力隊活動推進事業 

○ 結婚新生活支援事業 

○ ＵＩＪターン新規就業支援事業【再掲】 
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【基本的方向】 

○ 結婚・出産・子育てを切れ目なく支援します。 

  子育てする家庭が仕事との両立を図り、子どもたちが健やかに成長できるよう、安心して子どもを産

み育てられる環境づくりや子育てにかかる経済的負担の軽減など、結婚、妊娠・出産、子育てを切れ目

なく支援します。 

○ 「生きる力」を育む学校教育を推進します。 

  本町の教育目標である「郷土を愛し 自ら学び 心豊かに生きる人」の具現化を目指し、全ての児童

生徒が、主体的に判断し、行動できる「生きる力」を育むため、家庭、学校、地域がそれぞれの役割を

自覚し、お互いの理解、協力、連携を深めていき、子どもの発達等に応じた柔軟で多様な教育の充実を

図ります。 

○ 地域で子育てし、郷土愛を育む取組を進めます。 

  地域における子育て環境の充実を図るとともに、郷土の自然や文化、伝統などに接したり、地域の課

題を捉え、その解決に向け活動することで、郷土を育て発展させるような郷土を愛する心を持つ子ども

を育てます。 

 

【具体的な施策】 

施策名 施策内容 

(１) 結婚の希望に応える支援 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ グリーンパートナー事業を通

じた婚姻数 

基準値：１組 

目標値：１組 

○ 企業・団体間のネットワーク構築による出会い・交流の場を確保

し、未婚化や晩婚化の改善を図ります。 

○ 道の結婚支援事業と連携し、交流イベントの開催や各種セミナー

等の開催を支援します。 

 

【実施事業】 

○ グリーンパートナー対策事業 

○ 結婚新生活支援事業【再掲】 

 

 

 

 

 

＜基本目標３＞ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

数値目標：婚姻数：82 組(2029(令和 11)年度) 基準値：82 組(2023(令和５)年度） 

     出生数：119 人(2029(令和 11)年度) 基準値：119 人(2023(令和５)年度） 
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施策名 施策内容 

(２)妊娠・出産希望者に対する支

援 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 妊産婦・新生児等訪問事業の

実施率 

基準値： 99.4％ 

目標値：100.0％ 

○ 妊婦の不安を解消するため、心身の健康状態に応じた妊婦健康相

談の充実を図るとともに、妊婦健康診査を通じて妊婦と赤ちゃんの

健康状態を定期的に確認し、妊婦の健康保持を図ります。 

○ 出産した全家庭に保健師が訪問するとともに、助産師や妊産婦同

士との定期的な交流の場の実施など出産後も安心して育てられる

環境の充実を図ります。 

○ 不妊に悩む夫婦を対象に不妊治療にかかる医療費の一部を助成

し、経済的な負担の軽減を図ります。 

 

【実施事業】 

○ 妊婦・産婦健診事業 

○ 妊娠・出産包括支援事業 

○ 不妊・不育症対策事業 

○ 出産・子育て応援給付金給付事業 

(３) 子育て世代の負担軽減及び

支援 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 子育て支援センター事業参加

者数 

基準値：6,083 人  

目標値：6,500 人 

○ 発達相談・ペアレントトレー

ニング参加者数 

基準値：440 人 

目標値：450 人 

○ 子育て期を安定して過ごせるよう、総合相談窓口において心配事

や相談内容に応じて必要なサービスをつなぎ、子育てを支援しま

す。 

○ 高校生世代までの子どもの医療費を助成するなど子育て世代の

経済的負担を減らすことにより、安心して子どもを産み育てる環境

整備を推進します。 

○ 国の制度による幼児教育・保育の無償化に取り組むとともに、受

入体制の整備と質の向上を図ります。 

○ 保護者の子育てと就労等の両立を支援し、病気のときでも児童が

安心して過ごすことができる環境の整備や企業などの子育てに対

する取組を支援します。 

 

【実施事業】 

○ 子育て支援センター運営事業 

○ 子育て短期支援事業 

○ 子ども医療費助成事業 

○ 保育所等主食提供事業 

○ 認可外保育施設保育料助成事業 

○ 修学支援金交付事業 

○ 中学校修学旅行費支援事業 

○ マイファーストブックサポート事業 

○ 発達支援センター運営事業 
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施策名 施策内容 

(４）「生きる力」を育む学校教育

の推進 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 幕別清陵高等学校入学者数 

基準値： 90 人 

目標値：120 人 

○ 子どもを真ん中に、家庭、学校、地域がお互いの理解、協力、連

携を深め、地域とともにある学校づくりに向けた学校運営協議会の

活動を推進します。 

○ 幕別町の特徴を生かした魅力ある学校となるよう北海道幕別清

陵高等学校及び北海道中札内高等養護学校幕別分校を支援すると

ともに、義務教育課程との連携を図ります。 

 

【実施事業】 

○ 学校教育施設維持管理事業 

○ 魅力ある高校づくり支援事業 

○ 学校運営協議会運営事業 

○ 臨時英語指導助手の配置 

○ 学校教育施設整備事業 

○ 部活動の地域移行 

(５) 次代の郷土を担う子どもた

ちへの支援 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ アイヌ関連事業への参加者数 

基準値：145 人  

目標値：270 人 

○ 子どもが自ら文化・歴史や地域の魅力を学び、先人の苦労や豊か

な知識に触れ、ふるさとへの想いを養い、愛着と誇りを育む教育を

推進します。 

○ ナウマン象化石骨やアイヌ文化など貴重な文化財の適切な保存

管理を行うとともに、郷土文化の継承や人材育成等を目的とした多

様な活用を図ります。 

 

【実施事業】 

○ ふるさと館維持管理事業 

○ ナウマン象記念館発掘等体験講座事業 

○ 郷土文化研究事業 

○ アイヌ文化拠点空間整備事業 

○ アイヌ文化振興事業 
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【基本的方向】 

○ 地域公共交通の維持・確保を図ります。 

  人口減少・少子高齢化の進行による交通弱者の増加や、町内における公共交通空白地域の存在等を踏

まえ、日常生活の移動確保や地域間幹線系統等との接続による広域的な移動を支援するとともに、あら

ゆる機会を通じて利用方法等を PR し、利用推進と利便性の向上を図ります。 

○ 災害等に強いまちづくりを進めます。 

  災害等非常時に町民の生命を守り、被害を少なくするためには、行政による公助はもとより、町民が

自ら身を守る自助や相互に助け合う共助の確立が重要となることから、迅速かつ的確な情報伝達手段の

整備や地域と連携した防災体制の強化を図ります。 

○ 誰もが健康で安心して暮らせる環境づくりを進めます。 

  地域包括ケアシステムの推進や見守り体制など地域福祉の充実、子どもから高齢者までそれぞれのラ

イフステージに合わせた健康づくりの推進に取り組み、保健・福祉・介護と地域の連携によって、住み

慣れた地域で自分らしく健康で安心して生活することができる環境を整備します。また、いつまでも生

きがいをもって働けるよう、高齢者や障がい者が活躍できる地域社会の実現を目指します。 

○ 地域コミュニティの維持と地域活性化を図ります。 

  子どもから高齢者まで、同世代や異世代間の交流を深めるとともに、全ての住民が支えあいながら地

域の活性化に取り組めるよう、地域コミュニティ活動を支援します。また、地域が抱える課題等の解決

に向けて、地域おこし協力隊をはじめ、町内外の多様な人材を活用した地域活性化を図ります。 

○ 社会生活基盤が整備された安全・安心なまちづくりを進めます。 

  社会生活の基盤である道路・橋梁、河川・排水施設、水道、公園、住宅などの計画的な整備・維持管

理を行います。また、民間需要がある公用地や公共施設等について、売却や貸付けなど公的資産の有効

活用を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本目標４＞ 安全・安心で快適な暮らしができるまちをつくる 
数値目標：転出者数の抑制：900 人(2029(令和 11)年度) 基準値：966 人(2023(令和５)年度） 
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【具体的な施策】 

施策名 施策内容 

(１) 地域公共交通の維持・確保 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ コミュニティバス利用者数 

基準値：29,032 人 

目標値：29,500 人 

○ 予約型乗合タクシー利用者数 

基準値：1,211 人  

目標値：1,300 人 

○ 地域公共交通としての役割や機能を維持するため、関係機関に働

きかけるとともに、関係機関との連携のもと地域公共交通のあり方

について調査研究を実施します。 

○ 高齢者等の交通弱者が安心して生活・移動できるようコミュニテ

ィバス、予約型乗合タクシーの運行や利便性の向上により、住民の

生活交通の維持確保を図ります。 

○ 町民や外国人を含む観光客の利用促進を図るため、公共交通に関

する情報発信の強化を図ります。 

 

【実施事業】 

○ 地域公共交通活性化事業  

○ コミュニティバス運行事業 

○ 予約型乗合タクシー運行事業 

(２) 自助・共助・公助の連携によ

る防災体制の強化 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 自主防災組織の世帯カバー率 

基準値：73.1％ 

目標値：88.5％ 

○ 地域で暮らし続けるための安全・安心な環境づくりのため、地域

住民の防災意識を高めるとともに、災害から守る危機管理体制の充

実を図ります。 

○ 災害に強い基盤整備に取り組むとともに、防災情報発信の強化や

高齢者など災害弱者に向けた啓発活動など支援体制の強化を図り

ます。 

 

【実施事業】 

○ 地域防災対策事業 

○ 防災情報機器管理事業 

○ 災害用備蓄品整備事業 

(３）健康寿命の延伸 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 特定健康診査の受診率 

基準値：48.3％ 

目標値：60.0％ 

○ 特定保健指導の実施率 

基準値：58.2％  

目標値：60.0％ 

○ 健康寿命の延伸を図ることで、自分らしく「健
けん

幸
こう

」に安心して暮

らせるよう、健康意識を高める働きかけや健康状態を認識する機会

の確保に取り組み、町民が主体的に健康づくりに取り組む環境づく

りを推進します。 

 

【実施事業】 

○ 特定検診・特定保健指導事業 

○ がん対策事業 

○ 食育推進事業 
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施策名 施策内容 

(４）生活支援の連携体制の 

強化 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 認知症サポーター数等が人口

に占める割合 

基準値： 9.2％  

目標値：15.0％ 

○ 高齢者のグループホームの入

居者数 

基準値： 97 人  

目標値：105 人 

○ 年齢や性別、健康・身体の状態を問わず、子どもから高齢者の方

が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう、住まい、

医療、介護、保健予防、生活支援が一体的に提供できる体制整備を

推進します。 

 

【実施事業】 

○ 外出支援サービス事業 

○ 認知症サポーター養成・活動促進事業 

○ 生活支援体制整備事業 

○ 介護予防普及啓発事業 

○ ひきこもり対策推進事業 

○ 重層的支援事業 

○ 福祉除雪事業 

(５）障がい者の自立支援 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 障がい者への就労支援 

基準値：０人  

目標値：２人 

○ 障がい者のグループホームの

入居者数 

基準値：104 人  

目標値：140 人 

○ 障がいのある方に就労体験を通じて仕事との接点を持ち、就職へ

の第一歩を踏み出すきっかけづくりとなる場を提供するとともに、

企業の障がい及び障がい者に対する理解の促進を図ります。 

○ 障がい者の高齢化や重度化などを見据え、住み慣れた地域で安心

して暮らせるよう、相談支援、自立体験の場の提供、緊急時の受入

れなど、地域生活支援の仕組みづくりを進めます。 

 

【実施事業】 

○ 障がい者就労支援事業 

○ 障害者地域生活支援事業 

○ 地域活動支援センター運営事業 

○ 障害者相談支援事業 

○ 幕別町自立支援協議会運営事業 

(６) 住民活動への参加の促進 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 町内会加入率 

基準値：65％  

目標値：68％ 

○ 全ての住民をはじめ、行政や企業など多様な主体がまちづくりに

積極的に参加できる環境づくりを進めます。 

○ 地域が抱える課題等の解決に向け、専門的知識や技術、経験を有

する地域おこし協力隊をはじめ、町内外の多様な人材を活用した地

域活性化の推進を図ります。 

 

【実施事業】 

○ 近隣センター等維持管理事業 

○ 町内会等活動支援事業 

○ 協働のまちづくり支援事業 
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施策名 施策内容 

(７) 公共施設等の適切な維持管

理 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 安全・安心な公園施設の割合 

基準値：61.5％  

目標値：73.4％ 

○ 「幕別町公共施設等総合管理計画」に基づき、個別施設毎の具体

の対応方針を定める「個別施設管理計画」の策定作業を推進します。 

○ 民間需要がある公用地や公共施設等について、売却や貸付けなど

公的資産の有効活用を図ります。 

 

【実施事業】 

○ 明野ヶ丘公園再整備事業 

○ 学校教育設備整備事業 

○ 橋梁長寿命化修繕事業 

○ 都市公園安全・安心対策事業 

(８) 地球温暖化対策の推進 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 二酸化炭素削減量 

基準値：        なし  

目標値：54.9 千ｔ‐CO2 

  

○ 2050 年までの脱炭素社会を見据え、再生可能エネルギーの導入

目標の策定や温室効果ガスの削減のための取組を推進します。 

 

【実施事業】 

○ 公共施設等ＬＥＤ化事業 

○ 太陽光発電施設整備事業 

○ 集中型家畜バイオマス設備設置事業 

○ 幕別町ゼロカーボン推進総合補助金 
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施策名 施策内容 

(９) 行政事務の効率化と住民サ

ービスの向上 

 

【重点業績評価指標（KPI）】 

○ 公式ＬＩＮＥ登録者数 

基準値：  なし 

目標値：7,500 人 

○ コンビニ交付サービスの利用      

 率 

基準値：なし 

目標値：15％ 

○ 申請書作成支援システムの利

用率 

基準値：なし 

目標値：70％ 

○ 除雪情報に関する満足度 

基準値：       なし  

目標値：3.5 ポイント 

○ 公開型地理情報システム利用

者アンケート調査の満足度 

基準値：       なし  

目標値：4.0 ポイント 

○ 行政サービスについて、デジタル技術やデータを活用して、住民

の利便性を向上させるとともに、デジタル技術やＡＩ等の活用によ

り業務効率化を図り、人的支援を行政サービスのさらなる向上に繋

げていきます。 

 

【実施事業】 

○ 公式ＬＩＮＥ運営事業 

○ 窓口ＤＸ推進事業 

○ 行政手続オンライン化推進事業 

○ 除雪管理システム推進事業 

○ 公開型地理情報システム推進事業 
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